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手L用育成牛における発育性と血液成分及び泌乳能力の関係

生田健太郎命・蹟嫡盟麻・・篠倉和己'・山口悦司..福尾憲久噂本*・小鴨 睦・

要約

酪農家6戸で自家育成される 3-24か月齢の雌子牛51頭を対象に体重・体調Ij尺値および血液成分

を3か月間踊で測定し，発育性と血液成分の関係と，牛群検定成績を基に発育性が初震時の泌乳能

力に及ぼす影響を検討した.

l 発育に伴い，へマトクリット (Ht)・血糖(Glu)・中性脂肪 (TG)・無機リン(iP)・カルシウ

ム (Ca)は低下する領向が認められ，総蛋自費 (TP)・アルブミン (Alb)・尿素態護素 (BUN)・

総コレステロール (Tcho)は上昇する傾向が認められた.

2 発脊値と血液成分 (TP，BUN， Glu， iP)との間に有意な棺闘が認められた.

3 発育速度と血液成分(Ht，BUN， Glu， Ca)との関連性は，育成能期(3-12か月齢)において顕

著であった.

4 体重発育良好群では発育不良群に比べ 1鶏 (3-6か月齢〉の Ht.TP' Alb ・Glu・iPとE

期 (7-12か月齢)の Htが有意に高く 11期のGlu，m期(13-18か月齢)のGlu・Tcho及びN

期(19-24か月齢)の BUN・iPが有意に低かった.体高発育良好群では発宵不良群に比べ 1

期の TGと11期の TP'BUNが有意に高く 11期のGluと彊拐の iPが有意に低かった.

5 初産時における実乳量や泌乳能力発揮率は発育績と有意な正の相関関係にあったが，発育速度

との関連性は認められなかった.

6 体重および体高の発育良好群では発脊不良群に比べ，実乳震や泌乳能力発揮率が有意に高かった.

以上より，育成牛の発育性と血液成分との関連性が示唆され，とくに脊成前期における栄養状態

が発育速度に大きく影響し，初産分娩までに到達した発育舗が初産時泌乳成績に影響を与えると考

えられた.

Relationship between Body Measurments， Blood Composition and First 

Lactation Milk Yield of Holstein Replacement Heifers in Dairy Farms 

Kentarou IKuT A， Rima HIROSAKI， Kazumi SASAKURA， 

Etuji YAMAGUCHI， Norihisa FUKUO and Mutumu KOKAMO 

Summary 

Using 51 holstein replacement heifers in 6 dairy farms， body measurments and blood 
composition were determined at 3 month intervals at 3 to 24 months of age. In addition， the 
effects of growth on first lactation milk yield were studied. 
(1) According to developing， the concentrations of hematocrit (Ht)， Glucose (Glu) ， 

Triglyceride (TG)， inorganic phosphorus CiP) and calcium (Ca) decreased. Conversely， total 
protein (TP) ， albumin (Alb) ， blood urea nitrogen (BUN) and total cholesterol (Tcho) 
increased. 

(2) Significant correlations were observed between body weight (BW)， or many skeletal 
measurments， and blood composition (TP， BUN， Glu， iP). 

(3) Relationship between daily gain of BW， or many skeletal measurments， and blood 
composition (Ht， BUN， Glu， Ca) was stronger in the first half of rearing than the last half. 

(4) In the eugonic group of BW， the concentrations of Ht， TP， Alb， Glu and iP at age 3 to 6 
months (stage 1) and Ht for age 7 to 12 months (stage 11) were significantly higher， Glu 
in stage 1， Glu and Tcho at 13 to 18 months (stage m) and BUN， iP at 19 to 24 months 
(stage N) were significantly lower than the dysgonic group. In the巴ugonicgroup of 
withers height (WH)， the concentration of TG for stage 1 ， TP and BUN for stage 11 were 
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significantly higher， Glu for stage n and iP for stage 1II were significantly lower than the 
dysgonic group. 

(5) The body measurments were related positively to the actual 305 day milk yield and the 
rate of demonstration of milk production ability， but the daily gain of body measurments 
did not affect milk production. 

(6) In the eugonic group of BW or WH， the actual 305 day milk yield and the rate of 
demonstration of milk production ability were significantly higher than the dysgonic group. 
These results suggest that blood composition was associated with the growth of holstein 

replacement heifers， the nutritional statement for the first half of rearing was affected by 
the rate of growth， and the final body size influences the performance of milk production 
during the first lactation. 

泌乳能力血液成分，発育値，キーワード:乳用育成牛，

生産性との関係が暁らかにされつつある.脊成牛におい

ても栄養状態が発育性と関連することは報告されてい

るし 2・出 Iト出品凪晶却が，育成牛の翻液成分と発膏性の関

係についてはほとんど検討されていない.

そこで，育成牛の栄養モニタリング手法の確立を目的

に，中規模酪農家で自家育成される雌子牛を対象に継続

的な謂査を行い，血液成分と発育性の関係を検討した.

さらに，発青性が初産時における乳生産に及ぼす影響に

ついて，止や群検定成績を基に検討した.

材料及び方法

供試牛，調査開踊，調査期間

淡路島内の牛群検定農家6戸において， 1995年 6月~

1996年3月にかけて生産された峰子牛出頭を供試した.

このうち，育成期間中の調査が尭了したのが49頭，初産

時の検定成績が得られたのが34頭であった(表1).

現地調査は平成1995年 9丹-1997年12月にかけて 3

か月期隔で 1戸につき 9-10回実施した.各供試牛の

謁査期間は3か月齢から24か月齢までとした.

調査項目と方法

緒雷

酪農経営における育成牛管理は，将来の乳生産を左右

する重要な部門である. しかし，近年，交雑種 (F1) 

子牛の価格が高値で推移しているため，乳用種の交配が

減少し，酪農家の育成意欲も低下傾向にある.このこと

は酪農経営向上の柱である牛群改良に支障を来すばかり

でなく，導入に依存した牛群更新による経営の不安定化

も愈慎される.

育成牛の飼養は将来への投資であるが，購入粗鋼料へ

の依存度が高い当地域では自家育成にかかるコストもけ

っして安いものではない.それ故に，如侍に早く，受胎

・分娩に適した体格に育て，なおかつ遺伝的能力を十分

に発揮させることが育成技術の密標となる.

そのためには，発育状況を定期的にモニターし，随時，

鰐養管理に修正を加えていく必要がある. しかし，青成

牛の体重や体高を定期的に測定している酪農家は皆無に

等しく，也、乳牛に比べ，飼養管理の通否に対する関心が

低いのが現状である.

最近，泌乳牛に対しては代謝プロファイ jレテストと呼

ばれる血液検査による栄養診断が普及し，飼養管理と乳 2 

謁査対象農家の概要と供試頭数表1

供試頭数
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1) 1995年 2月時点における過去1か年の牛群検定成績

2)育成期間中の掘査が完了した頭数

3)初産時305臼牛群検定成績が得られた頭数
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(1)発背性

発育値として体重・体高・十字部高・体長・尻長・腰

魚幅・寛幡・胸囲・腹間の9項目を毎回の現地調査で計

慨した.なお，体重は体重計 (TRU-TEST社製)を用

いて実測した.

また，各発育催それぞれの日増加護(以下発脊速度と

呼ぶ)を育成前期 (3~12か月齢〉と育成後期 (13~24

か月齢)に分けて算出した.

(2) 由液成分

血液はへパリン加真空採血管そ用いて頚静脈より採血

し，冷蔵保存して持ち帰り，当日中に分析した.

分析項目はへマトクリット(以下註tと呼ぶ)・総謹

白質(以下TPと呼ぶ)・アルブミン(以下Albと呼ぶ)

・尿素態窒索(以下BUNと呼ぶ). Ifn糖(以下Gluと

呼ぶ)・総コレステロール(以下Tchoと呼ぶ)・中性脂

肪(以下TGと呼ぶ)・無機リン(以下 iPと呼ぶ)・カ

ルシウム(以下Caと呼ぶ)の 9項目で， Ht は遠心法，

TPは毘折法，その他は血液自動分析装置(富士ドライ

ケム3030，富士写真フィルム社製)で誠定した.

(3) 泌乳能力

遺伝的な泌乳能力として，初産時3058推定乳量(以

下推定乳量と呼ぶ)を以下の数学モデル式から算出した.

Y j J k出 HYPj + MJ + U k + P k十 ej J k 

Y j J k 分娩月齢の効果を前補正した各也、乳形費の記録

ここでは推定乳景 (kg)を求めるため，分娩月齢補正係

数で除する.

HYPj: 番目の牛群・年次・産次の効果〈母数)

ここでは分娩年制飼養管理水準の指標とする.分娩年限

飼養管理水準の指標とは，産次別に頭数で重みづけを行

った倍々の農家の飼養管理を含む環境の効果に全平均を

加え，初産26か月齢に補正した数値である.

MJ: 番目の地域・分娩年月の効果(母数)

ここでは分娩月効果とする.

U k : k番目の錨体の脊種価

ここでは父牛 ETA+母牛 ETAとする. ETA (Esti-

mated Transmitting Ability) とは，片親から子へ伝

えられる棺加的遺伝効果で育穣価 (EBV)の1/2にあ

たる.

P k : k番告の個体の各産次に共通する恒久的環境効

果(変遺)

ここでは育成効果と考えられるが，未経産の場合は把握

できないのでゼロとする.

e jJk 各記録に特有な効果(誤差)

ここではゼ、ロとする.

したがって，推定乳量の計算式は以下のようになる.

表 2 発育ステージの区分

発育ステージ 月齢(か月) 特徴

I 期 3~ 6 離乳~群飼
H 期 7 ~ 1 2 性成熟

E 期 1 3 ~ 1 8 授精~受胎

W 期 1 9 ~ 2 4 受胎~分娩産前

推定乳量 (kg) 口(分娩年~Ij銅養管理水準の指標十分挽

月効果十父牛耳TA+母牛ETA)十分娩月齢補正係数

一方，初産時305日実乳量(以下実乳震と呼ぶ)は牛

群検定成績から追跡調査した.

さらに，遺伝的な泌乳能力をどの程度発揮できたかを

把握する指標(以下泌乳能ガ発揮率と呼ぷ〉を以下の式

から算出した.

泌乳能力発揮率(%)出実乳量÷推定乳量X100

3 発音ステージの産分

得られたデータ安解析するにあたり，育成牛の発育や

管理上の特性安考慮し，月齢によって発育ステージを 4

期に区分した(表 2). 

4 発育良好群と発育不良群の区分

体重と体高について，各月齢毎に日本ホルスタイン登

録協会標準発育値4)と比較して，その平均値以上であっ

た個体を発脊良好群，下限値未満であった個体を発育不

良群とした.なお，平均値未満で下娘値以上の領域にあ

る個体は，その前後の調査時点で発育良好群であった場

合と発育不良群であった場合が漉在することから，明確

に群分けするために除外した.

5 統計処理の方法

発育ステージ閣の比較では分散分析により平均値の差

を検定し，有意差が認められた場合は， Scheffeの方法

で多重比較を行った.発背良・不良2群聞における平均

績の比較では Studentのふ検定を行った.

結 果

1 発育に伴う崩液成分の変化

各血液成分項目について，発育ステージ毎の平均値，

標準備差および有意表の認められたステージ聞とその有

意水準を示した(表3). 

発育ステ…ジの進行に伴い， Ht. Glu・TG・3 ・Ca

は低下傾向が， Tp. Alb 0 BUN • Tchoは上昇額向が認

められた.

発育ステージ毎に細かく見ると， TG. iP・Caは車線

的に低下し， Alb は直線的に上昇した. Htは狙期まで

低下し， IV期で若干上昇した. GluはI揺から E期と rn
鶏からW期にかけて抵下した. TPは置期まで上昇した.
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表3 発育ステージ聞における血液成分値1lの比較

I期2) E期2) I証期2) IV期2)

(n=73) (n=101) (n=87) (n=94) 有意農の認められたステージ鵠め

百t (%) 33.5土 3.6 32.3土 3.5 31.8 ::1: 3.0 32.4土 3.0 1 -m・

TP (g / dJ!) 6.69こと 0.39 6.86土 0.38 7.08::1: 0.50 6.99土 0.50 I匂・m・・・， I-IV・・・， ll-m喰事

Alb (g /dJ!) 3.61::1: 0.28 3.65土 0.27 3.74土 0.25 3.87土 0.36 1 -IV・・・， ll-IV・・・， m_IVo 

BUN (mg/ dJ!) 10.9土 4.5 10.7土 3.5 11.6土 3.3 12.4 ::1: 3.0 ll-IV・

Glu (昭/dJ!) 88.6 ::1: 9.5 80.2 こと 8.1 80.6土 6.8 75.1土 7.0 1 -ll 00.， トE・・・， I-IV ・・・， II -IV， 
m_IVO 0 0 

Tcho (mg/ dJ!) 97.9こt24.9 96.7土19.3 107.0土20.2 105.5土19.6 ll-m・， ll_IVo 

TG (珂/dJ!) 34.1 ::1:10.8 33.9ニt8.4 31.2ニt7.5 29.9ニt6.1 1 -IV¥ll_IVOO 

iP (昭/dJ!) 8.31土1.29 8.15土1.41 7.29::1: 1.09 6.67二t1.16 トE・¥ 1-IV・¥ll-孤・¥ll_IVOヘ
m-IV ・

Ca (昭/dJ!) 10.55土 0.77 10.17::1: 0.65 9.81土 0.48 9.73土 0.68 1 -ll ・¥ I輪 mOOO，I-IV・・・， ll-m・¥
ll-IV・・・

1)平均値土標準嬬差

2) 発育ステージ(I期 :3~6 か月齢， ll 期: 7~12か丹齢，彊期: 13~18か月齢， IV期: 19~24か丹齢)

3) Scheffeの方法による多重比較(*: pく0.05，* * : pく0.01，* * * : pく0.001)

BUN はH期で若干低下し，その後上昇した. Tcho はE

期から置期にかけて上昇した.

2 発育{直と血液成分の関係

各発育ステージにおける発育値と血液成分値との相関

のうち，有意な相闘が認められた項自問の相関係数と有

意水準を示した(表4). 

有意な正の相関が認められたのは 1期の TPと全て

の発育項話との間 1期の Albと体重・十字部高・躍

屈との間，日期の TPと体重・体高・十字部高・体長・

尻長との関 II期の BUNと体重・体高・十字部高・尻

長・腰角幅・寛幅との閣であった.一方，有意な負の相

鴎が認められたのは 1期の Caと体高・十字部高との

関 II期のGluと体鷺・十字部高・体長・腰魚幅・寛

幅との間，盟期のGluと尻長・腰角幅・寛幅・腹聞と

の間， m期の TGと体高・体長・尻長との間，班期の

iPと全ての発育項呂との鵠， IV期の Htと体高・十字部

高・腰角幅との間， IV期の TPと体重・体高・腰角幅・

寛幅・締翻・腹臨との間， IV期の iPと十字部高以外の

発育項目との間であった.

3 発脊速度と血液成分との関係

育成前期および後期における各発脊値の日増加聾と血

液成分億の紹興のうち，有意な相関が認められた項目罷

の相提部数と有意水準を示した(表 5). 

(1) 育成前期

有意なiEの相闘が認められたのは 1期の Gluと全

ての発育項目との間 1期の Caと体高・十字部高・体

表4 発育値と出液成分纏の相関1l

I期2) E期2) 班期2) IV期2)

TP Alb Ca TP BUN Glu Glu TG iP Ht TP iP 

体 重 .396・・・ .239・ .216・ .211・ 帥 .204・ -.345・・・ ー.286・・ ヘ380・・・

体高 .363・・ ー.239・ .274・・ .276・・ ヘ227・ ー.392・“ _.27800

ヘ235・ ー.285・・

十字高 .304・・ .243‘ ー.2620 .234・ .281・・ ω.239・ -.339・・・ -.241・

体長 .378・・ .214・ 四 .201・ ヘ241・ ヘ29000
ー.2160

尻長 .339・・ .236・ .260・0 ー.257・ _.29800 

ヘ314・・ ヘ275・・

腰角嬬 .35700 .217・ ー.218・ ヘ300・・ 物 .259・ ー.210・ ヘ304・・ ー.3460・・

寛幅 .339・・ .218・ 制 .227・ -.226喰 同.245・ ー.242・ ヘ312・*

胸盟 .360・・ -.288・・ ヘ299・・ ー.363・0・

腹 部 .381・・・ .272・ ヘ289・・ 同.415・・・ ー.346・・・ ヘ420・・事

1)各発育値と各発膏ステージにおける血液成分髄のうち、その栢関が有意であった項目間にその棺関係数と発育

ステージの相関係数とその有意水準(*: pく0.05，* * : pく0.01，* * * : pく0.001)を示した.
2) 発育ステージ(I鶏 :3~6 か月齢， ll 期: 7 ~12か丹齢，班期: 13~18か月齢， IV期: 19~24か月齢)
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長・腰角i揺との間およびB期の Htと体重・体長・尻長

・腰角幅・寛揺・胸囲との間であった.一方，有意な負

の棺関が認められたのは 1期の Htと十字部高・腰角

揺・胸屈との間 11期の BUNと体高・イァ字部高・体長

.尻長・寛幅・胸函との聞であった.

との間， IV期の TPと十字部高との間， Tchoと体高と

の間， iPと十字部高との間であった.一方，有意な負

の相闘が認められたのは m鶏の Albと十字部高との

間であった.

(2) 育成後期

4 発宵良・不良2群間における期液成分の比較

(1) 体重で群分けした場合

有意な正の相関が認められたのは m期の iPと体高 体重で群分けした発育良・不員 2群閣の各血液成分の

表5 育成前期および後期における発育値の日増加量と血液成分慌の相鴎1)

育成前期 育成後期

I期2) E期 2) 孤期2) IV期 2)

Ht Glu Ca 自t BUN Alb iP TP Tcho iP 

体 .503・・・ .344・
体 .364・・ .321・ ー.375・・ .313・ .307・
十字高 -.364・・ .410・・ .371+・ ー.338・ -.303・ .377‘・ .327・
体長 .423・・ .284・ .453・・・ -.486+・e

尻 長 .403・・ .339・ -.330・
腰角隠 -.314 + .443・‘ .343・ .350・
寛 臨 .342・ .324+ ヘ345・
胸盟 ヘ383・・ .311・ .316・ ー.372・・

綾屈 .333・

1)育成前期(後期)については 1期から E期(頂期からW期〉への日増加最と I期またはE期(頂期またはIV期)

における血液成分値との相関のうち，有意な相関が認められた項自問の相関係数とその有意水準

(* : pく0.05，* * : pく0.01，* * * : pく0.001)を示した.
2) 発育ステージ(I期 :3~6 か月齢， 11 期: 7 ~12か月齢， m期: 13~18か月齢， IV期: 19~24か月齢)

表6 体重で群分けした発育良・不良2群閣の比較で有意差が認められた血液成分億1)

I期2) 日期 2) 頂期2) IV期2)

発育良好群(頭) 25 29 7 28 
発育不良群(頭〉 22 46 52 34 

体重1)(kg) 157.2・・・こ1::33.9 264.6・・・::!::42.0 415.9・・・こ1::47.1 552.8・・・::!::47.1
93.2 土24.1 210.4 ::!::44.8 333.9 こ1::49.3 397.4 土55.8

Ht (%) 35.3・・土 3.8 34.0・・土 2.9 30.9 土 2.7 32.3 土 2.7
31.9 土 3.7 31.7 ::!:: 3.7 31.3 こと 3.2 32.6 ::!:: 3.0 

TP (g /df) 6.81・土 0.35 6.91 ごと 0.35 6.94 土 0.46 6.99 土 0.52
6.58 ::!:: 0.35 6.83 ::!:: 0.38 7.07 こと 0.40 7.15 ::!:: 0.44 

Alb (g /df) 3.70・土 0.26 3.69 ::!:: 0.27 3.60 会 0.33 3.86 ::!:: 0.37 
3.53 会 0.33 3.61 土 0.30 3.74 ::!:: 0.22 3.90 ゴニ 0.31 

BUN (mg/dP) 11.56 土 3.63 10.76 こと 3.58 9.51 土 2.53 11.87・ごと 2.96
9.67 ::!:: 5.11 10.27 ::!:: 4.02 12.13 土 3.40 13.44 ::!:: 2.50 

Glu (昭/df) 88.6・ ごと 7.0 77.γ 土 7.9 73.9・ ごと 7.8 74.7 土 8.3
82.8 ::!:: 9.5 82.0 ::!:: 8.5 81.8 ::!:: 6.1 75.4 士 6.0

Tcho (昭/df) 97.8 土26.3 92.0 こと16.3 92.1‘ 土16.7 103.3 ::!::19.9 
95.0 土26.7 100.2 土19.6 109.8 土19.0 108.3 こ1::17.9

iP (昭/df) 8.94・・土 0.99 7.95 ::!:: 1.27 6.91 土 0.72 6.21・・土.1.00
7.87 土1.31 8.01 土1.55 7.53 こ1::1.15 7.24 ::!:: 1.18 

1)平均値ごと標準嬬差，上段:発育長好群，下段:発育不良群*: pく0.05，* * : pく0.01，* * * : pく0.001
2) 発育ステージ(I期 :3~6 か月齢，百期: 7 ~12か丹舗， m期: 13~18か月齢， IV期: 19~24か月齢)
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表7 発育健と泌乳能力発揮率との相関1)

体

体両

十字高

体長

尻長

腰角

寛幅

縮図

接聞

I期2)

(n=45) 

.336・

.300・

H期2)

(n=63) 

.279・

.283・

.327* * 

.257・

.294・

.292・

.363・・

.294・

m期2) W期2)

(n口 55) (n=60) 

.349・・ .426・・・

.538・・・ .674・・・

.503・・・ .614・・・

.383・・ .412・・

.441・・・ .544・・・

.272・ .312・

.344・ .408・・

.377* * .497・・・

.428・ .474・・・

1)各発育項目について泌乳能力発揮率との相関が有意

であった発育ステージの相関係数とその有意水準

(* : pく0.05，* * : pく0.01，* * * : pく0.001)
を示した.

2) 発育ステ…ジ(I期 :3~6 か月齢，豆期 7 ~12 

か丹齢，取期:13~18か月齢， IV期: 19~24カ唄齢)

表8 発育良・不良2群鶴 (IV期2))における実乳量

および誠乳能力発揮率の比較

実乳量1) 泌乳能力発揮率1)
(kg) (%) 

体重良好群 7765“玄 825(n出 24) 102.1“土12.4(n=22) 
体護不良群 6958土1080(n=22) 89.3 土14.5(n=21) 

体高良好群 7973“土 945(沼早21) 106.1・H 土13.7(n=21) 

体高不良群 6761 土1068(n=14) 87.1 こ[:13.4(n=14) 

1)平均値土標準錦葦， * * : pく0.01，* * * : pく0.001
2) 発育ステージ(l9~24か月齢)

うち，有意差が認められた項目の平均値，標準偏差およ

び、有意水準を発育ステージ毎に示した(表 6).

発育良好群が有意に高値を示したのは I期の Ht・TP

• Alb • Glu • iPとE期の Htであり，有意に低値を示

したのは豆期とm期のGlu，IV期の BUN・iPであった.

(2) 体高で群分けした場合

体高で群分けした場合，発育良好群が有意に高値を示

したのは I拐の TG(36.6こt10.0vs 31.2土8.6，pく0.05)

と盛期の BUN(11.99土2.88vs 11.76土3.90，pく0.01)

であり，有意に低値を示したのは置期の TP(7.09土0.48

vs 7.16土0.51，pく0.05)・Glu(80.3土6.7vs 81.2土6.6，

Pく0.05)・iP(6.84::f:0.74 vs 7.69土1.01，pく0.001)で

あった.

5 発育性と泌乳能力の関係

(1) 発育値と実乳量との相関

実乳量との聞に I 期の十字部高および ll~IV期の全て

の発育現目で有意な正の相関 (r= 0.261 ~0.566) が認

められ，その相関係数は尻長を除きm期が最も高値を示

した.

(2) 発育纏と秘乳能力発揮率との相関

泌乳能力発揮率との栢関が有意であった発育植の項罷

とその発育ステージに栢関係数と有意水準を示した(表

7). 

泌乳能力発揮率との聞に I拐の十字部高と寛幅，日期

の腰角幅以外の発育項目，および班 'IV期の全ての発育

項患で有意な正の相関が認められ，その相爵係数はIV期

が最も高値を示した.

(3) 発育速度と実乳量および泌乳能力発揮容との相関

育成前期および育成後期における発育値の8増加量は，

実乳量および秘、乳能力発揮率との間に，いずれの項目に

おいても有意な相聞は認められなかった.

(4) 発育良・不員2群鵠における実乳景および泌乳能

力発揮率の比較

IV期における体震または体高で群分けした発育良・不

良2群聞の実乳量および泌乳能力発揮率を平均値，標準

備差および有意水準で示1じた〈表8). 

体重，体高ともに良好群の実乳量および泌乳能力発揮

率は有意に高値を示した.

考察

手し用維子牛の発育に伴う血液成分の変化についての報

告は少なく，出生から初産分娩直高官まで継続的に観察し

た報告はない.

8か月齢までの観察で TPとTchoの増加が見られた

とする報告幼は本報と一致しているが， Tchoは発育ス

テージで変動せず， TGは6か月齢まで上昇し， 12か月

齢以降低下した 5)とする報告は本報と異なっていた.

今自の調査で膏成牛の血液成分は発育に伴って変化す

ることが示唆された.このような変化の要部として，成

長過程での代謝効率の変化や妊娠等の生理的要因と給与

飼料や管理方式の変化等の人為的要因の 2つが考えられ

るが，野外調査ではこれらが混合されてしまうため，要

因の影響度は判然としない. しかし，育成牛の血液成分

による栄養モニタリングにおいては，発育ステージに~

じた指標値を設定する必要があると考えられた.

発育性と出液成分の関係を検討したところ，発膏値お

よびその日増加震に対して，今自挺定した血液成分項目

は，いづれかの発育ステージで，いくつかの発宵項自と

の聞に有意な相擦が認められた.とくに， TP・3・Glu

.BUNは多くの発育項目と複数の発育ステージにまた

がって関連しており，これらの代謝に関わる栄養管理が

発育を左右するものと考えられる.
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発育値と血液成分値の相闘がE・W期ではすべて負の

棺関を示した.再様に，発育良・不良2群間で有意差が

認められた崩液成分でも 1拐では発育長好群が高値を

示し，逆に磁・ IV期では発育不良群が高値安示した.こ

れらの血液成分は発育に伴って低下する領|匂のものが多

く，発育の連れている個体では低下が緩やかで，発育の

良いものに比べ相対的に高くなったためと考えられる.

発育値の白増加量と血液成分値の相関は育成前期にお

いて顕著であった.これは育成前期の発宵が後期に比べ

早い 8)ためと考えられる.

既報では，燈識の絶食負荷によりGlu・TGの低下と

BUN' TPの上昇ペ栄養的条件の悪い放牧育成牛で遊

離脂肪酸 (NEFA)とBUNの増加円高栄養で飼養し

た場合のGlu・Tp.BUN • iPの増加や Caの低下1)が

認められている.これらは，ほぼ本報の結果を栄養条件

から裏付けているものと考えらる.

Payneら却は由液検査が成長の制限因子を発見するの

に有用であるとし，それは食欲と関連しており，十分な

飼料を摂取している個体は良好な血液性状を示し，結果

的に発育速度も高まると解説している. しかし，血液検

査で遺伝的能力を推定することについては否定的である.

今回の調査結果から，初産時の泌乳能力に対しては発

育値そのものが強く影響し，発育速度の影響は認められ

なかった.

育成牛の発育性は先述の血液成分との関連性からも推

察されるように，栄養水準と密接に関連している.従来

は高栄養によって発育速度を高めると乳践に脂肪が沈着

しやすく，乳生産の低下が懸念されることから，否定的

な見解が多かった略目 しかし，近年では発育速度は乳

生産性に影響しないとする報告7・10.払23， 25)も多く，極端

な低栄養または高栄養でなければ子牛の発育速度は最終

的な成熟体重や体格に影響を及ぼさず，泌乳や繁殖等の

生産性にも差がないとされているm

一方，発育値と乳生産の関係については本報同様，正

の相関があるとする報告3.10.比同紛が多い. これは，発

育の遅れた牛では，分娩後も成長に撮り分ける栄養が多

くなるため，乳生震が低下する 18)ことによると考えられ

ている. しかし，語村ら以比 15)は乳生産性は分娩後の館

養管理の影響もある叫ため，育成拐の体測定値による明

確な泌乳能力の推定は困難と結論づけている.

発育備には遺伝的影響13)もあるが，育成期における筒

料摂取量の影響の方が強い 6.川.また，育成牛の発情開

始は月齢に関係なく，一定の体重 (250kg) に達した時

点、で始まる田従って，現在，推奨されている24か丹齢

での初産分娩却を達成するためには，その種付け時期と

なる15か月齢までの飼養管理に重点をおく必要があると

考えられる.

今回の謂査により，発育の農杏に対して，脊成部期に

おける栄養管理が大きく影響することが示唆され，結果

として初産分娩までに到達した発宵値が初産時の泌乳能

力発揮性を左右すると考えられた. したがって，育成前

期での出液検査により，栄養管理上の宿題点を発見でき

れば，早急に給与館料や飼脊環境の改善を行うことで，

発膏不良による低泌乳を未然に防止できるのものと考え

られる.

対象農家における宵成施設の状況や飼料給与内容等に

ついても調査を実施したが，膏成牛保有頭数の増減や僧

体の発育状態によって，育成場所と給与飼料が不定期に

変化したため，各錨{本毎に飼養管理状況是正確に把握す

ることができなかった.一般に育成牛は群鰐管理され，

しかも粗館料そ不断給館する場合が多い.従って，農家

の育成牛を対象に揺々の畠液成分の栄養学的意義や錦料

摂取に伴う血液成分のB内変動を考察することは困難で

ある.そこで、今後は餌料給与状況を正確に把握できる

場内飼養の脊成牛を対象に，前述の問題も踏まえ，各発

育ステ…ジにおける血液成分の適性範閤安検討したい.

また，補乳類については今回の調査鶴橋では状況を正確

に把握できなかったが，当然、，離乳までの期間がその後

の発育に及ぼす影響も少なくないと考えられることから，

この時期についても栄養と出液成分の関連性を検討して

いきたい.
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